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研究成果の概要（和文）：　近年，歯学部・歯科大学では技能教育の改善が求められ，診療参加型臨床実習の実
践が推奨されている．学生が実際の診療の中でどのようなことを感じ，学習し，どのような指導を受けたか，と
いう学習過程，日々の臨床実習での学習活動を記載する電子ポートフォリオを開発し経時的に記録・評価をおこ
なった．臨床実習が進むにつれ，ポートフォリオに記載された教員による学生の評価は向上しており，経験を積
むことによる学生の臨床能力向上が反映されたものと推察された．以上のことから，臨床実習における電子ポー
トフォリオの導入は，学生自身の振り返りや教員の学生指導にとって有用であると考えられた．

研究成果の概要（英文）：Faculty members of dental colleges have recently tried to improve the 
technical education and have strived to enhance their clinical clerkship systems. 
A portfolio has been known as to be a useful formative evaluation tool, and it can chronologically 
record the cumulative learning process. Therefore, a web-based e-portfolio system including an 
assessment rubric for students and instructors was invented and applied to the clinical clerkship. 
The general clinical skill evaluation level that was assessed and marked on the system by the 
instructors had a tendency of gradually advancing with the progress of the clinical clerkship term, 
and it was suggested that the clinical skills of the students improved with their own clinical 
experiences. The web-based e-portfolio system on the clinical clerkship was considered to be a 
meaningful tool for reviewing the performance of students and facilitating effective training by the
 instructors.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 新潟大学歯学部では、学生が指導教員の
もと、患者に直接歯科医行為を行う診療参加
型臨床実習を行っている。わが国の歯科大
学・歯学部の中では、本校を含めて 2校のみ
が完全実施しており、卒業生の臨床能力に関
して卒後臨床研修施設や勤務先歯科医師か
らの評判は良好である。 
(2) しかしながらこれまで、学習成果の評価
については、各診療科が課した「ミニマムリ
クワイアメント」とそれを達成することによ
って獲得できる実習点数を設定し、それらを
クリアすることで臨床能力を身につけたと
する、いわゆる「みなし評価」が主体であっ
た。すなわち、どの程度の臨床能力を身につ
けたかとする学習成果の質や学生の成長を
把握し、その結果を学生にフィードバックし
臨床能力をより高めるための体系的・組織的
な評価システムは未構築であった。近年の教
育工学において、電子ポートフォリオは非常
に注目されているトピックであるが、歯学教
育に本格的に取り入れている機関はなかっ
た。 
(3) また、学生評価の中心である「学生の学
び」や「能力向上の過程と到達度」は、教員
が設定したレポート課題の出来や診療ステ
ップの進捗状況など「見たいこと」とは異な
る観点から評価され、学習成果の到達度に関
しても明確な基準は存在せず、個々の教員の
主観的判断によりなされていた。 
(4)  近年、歯学部・歯科大学では技能教育
の改善が求められ、診療参加型テクニカルク
ラークシップの実践が推奨されているが，そ
の学習成果，すなわち，現実的な状況で知識
や技術を使いこなせる統合的な能力である
臨床能力をいかにして直接評価すべきか対
応に苦慮してきた。 
 
２．研究の目的 
そこで，本研究では臨床能力を評価するル
ーブリックを開発し、ポートフォリオと組み
合わせることにより、学生が何を体験し、そ
こから何を学び、どこまで成長したかを客観
性のある到達レベルとして把握でき，学生自
身の振り返りや教員の学生指導の指標とな
る、電子化、データベース化された「e ポー
トフォリオ」システムを構築し、歯学教育全
体に対する有効性を検証することを目的と
した。 

 
３．研究の方法 
(1) 電子ポートフォリオの機能 
システムはデータベースソフトウェア
FileMakerPro12（ファイルメーカー社，東京）
で作成し，ポータル画面，電子ポートフォリ
オ本体画面，各科の専用画面の 3つのデータ
ベースで構成した．さらに，これらをデータ
ベースのリレーショナル機能によって結合
し，学生や教員の氏名やログイン名，所属や
メールアドレス，各科ごとの実習項目詳細を

網羅したマスターデータベースを構築する
ことによって，それぞれのデータベースから
適宜参照表示ができる仕様とした．その後，
これらのデータベースを小型サーバー（Mac 
Mini; Apple 社，東京）上にインストールし
た FileMakerServer12（同上）を用いて web
上に公開した． 
教員，学生には固有の ID とパスワードを与
え，学内外から各自のパーソナルコンピュー
タを用いてポートフォリオにアクセス可能
とし，ログイン ID によって操作できる機能
に制限を加えた．各ユーザーがログインする
と，所属，氏名，連絡事項などが記載された
ポータル画面が表示され，教員には指導を行
った学生が作成したポートフォリオの一覧
が，学生にはそれまでに自分が作成したポー
トフォリオが一覧表示される．教員はすべて
の学生のポートフォリオを，学生は自分の作
成したポートフォリオのみを閲覧可能とし，
一覧表示欄の右端に設けたボタンでポート
フォリオ本体画面（図）へアクセスできるよ
うにした．  

ポートフォリオ本体画面には学生が自由に
テキストを入力できる項目として，①各回の
臨床実習での自己設定目標，②治療内容の概
略，③診療で学んだ知識や技術，④診療で学
んだ医療者としての態度・姿勢，⑤問題点・
解決策・自己学習課題，を設けた．また，学
生による自己評価，および教員による学生評
価に用いる 5段階評価は共通の評価基準（ル
ーブリック）を定め，これに準拠したボタン
入力欄を設定した． 
さらに，診療や学習で用いた画像やレポート
などのスキャンデータをドラッグアンドド
ロップでファイル添付して紐づけられるよ
うに設定するとともに，自験型臨床実習と並
行して実施している各診療科の実習（分散実
習）の進行表なども同様に取り込み，適宜閲
覧管理できるようにした．また，学生がポー
トフォリオを作成した後，ワンクリックで文
面や宛先が自動設定され，受信した教員もメ
ール画面からワンクリックでポートフォリ
オ画面にアクセスすることができるポート
フォリオ作成通知メールシステムを実装し
た． 
(2) 電子ポートフォリオの運用 
 web 閲覧型データベースを用いた電子ポ
ートフォリオは平成 25 年度の臨床実習から



運用を開始した．運用に先立ち，学生と教員
それぞれを対象とした操作説明会を開催し
た．学生には原則として実習当日のうちに前
述のテキスト入力欄に必要事項を記載し，5
段階の自己評価やその他の提出物を入力あ
るいは添付したポートフォリオを作成する
よう指導した．教員は，学生より口頭あるい
はメール通知システムにより連絡を受け，記
載内容の確認やフィードバックコメントの
記載を行い，5 段階の教員評価や追加レポー
トの指示などを入力することとした． 
(3) 分析対象 
 電子ポートフォリオシステムに蓄積され
たデータより，初年度から 3年間のポートフ
ォリオ作成枚数について診療科別に集計を
行った．また，導入初年度に臨床実習を履修
した本学歯学部学生（45名）を対象としてル
ーブリックによる学生自己評価，教員評価に
関するデータを抽出し，評価の経時的変化お
よび自己評価・教員評価の比較を行った． 
 
４．研究成果 
(1) 電子ポートフォリオの作成枚数 
運用初年度（平成 25 年 11 月～平成 26 年
10 月）および 2年目（平成 26 年 11 月～平成
27 年 10 月），3年目（平成 27 年 11 月～平成
28 年 10 月）までにおける電子ポートフォリ
オ作成枚数はそれぞれ 1322 枚，2392 枚，4674
枚であった．ポートフォリオが提出された診
療科の内訳は表 1のとおりで，電子化初年度
に比べ，2 年目では義歯診療科，冠・ブリッ
ジ診療科（補綴 2科）などで電子ポートフォ
リオへの移行が進み，全体の件数を引き上げ
る結果となった．また，3 年目では歯科放射
線科および予防歯科での臨床実習でも電子
ポートフォリオを導入し，さらに作成枚数が
増加した．なお，すべての診療科で電子化移
行が完了した現在では，年間約 5000 枚のポ
ートフォリオが作成されている． 
(2)  評価の比較および経時的変化 
 導入初年度における学生自己評価，教員評
価の分布は図に示すようにいずれも「半分程
度自分でできた」というレベル 3を頂点とす
る山形の分布を示していた． 

学生と教員の評価の違いについては，双方
一致が全体の 71%と最も多く，教員のほうが
高評価であったもの 24%に対して，学生のほ
うが高評価であったものは 5%であった． 
 一方，経時的な教員による学生評価の推移
について，臨床実習の時期を①最初の 2か月
間，②中間 5か月間，③後半 5か月間，に分
けて解析を行うと，図に示すように全体に占
めるレベル 4，5 の割合が徐々に増加してい

た．また，学生が記載したコメントにも過去
の経験を踏まえた具体性に富むものが増加
していく傾向がみられた． 
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